
流産の知識 

 

✽．流産の確率は、妊娠１２週未満で１５％！ 

厚生省心身障害研究班の報告（１９９１～１９９３年度）では、流産率は １４．９％で、そのう

ち約９０％は妊娠１２週未満の早期流産であり、残りの約１０％が妊娠１２週～２２週未満の後期流

産であるとされています。妊娠 14～15 週以降に起きる場合は、子宮の入り口（頚管）のゆるみ（子

宮頚管無力症）が原因（母体側の流産原因）のことがあります。  

そのため、早期の母体の健康管理がとても大切になります。妊娠したかな?!と思われたら早めに医

療機関を受診しましょう。 

 

✽．流産の前ぶれ 

外来では、「なんとなく下腹部に不快感がある」、「予定していた生理の頃に少量の性器出血があ

った」などが訴えとしてよく聞かれます。月経開始後４週間半頃（受精後１７日頃）に認められる少

量の性器出血は、胎盤徴候といって一時的なものもありますが、 なかには切迫流産⇒進行流産に移

行するものもありますので、受診して医師の指示に従いましょう。  

 

✽．流産予防のために 

お勤めの方は、必要に応じて休業しましょう。特に激しい全身運動を伴う作業（スポーツインスト

ラクターなど）、筋力を多く使う作業（物品の集配・保育士・看護師・介護職など）、歩行時間の長

い作業（外勤営業など）、長時間の立ち作業（調理師・販売レジ係・工場でのライン作業・美容師な

ど）、精神的負担の大きい作業（納期や締切に追われる設計・開発職や編集作業、対人折衝の多い営

業職など）では注意しましょう。 

自宅療養や入院加療の際には、『母性健康管理指導事項連絡カード』を利用するとよいでしょう。 

 

 

 

 

 

 

 

http://www.yc-tsu.jp/tokutoku/tokutoku.html#1e

